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藤江幾太郎｢ポカラ湖畔｣油M80 1992

･
,
の
,
*
丈
印
か
岳
略
称
俳
比
べ

1
埴
㌻
発
足
弔
え
パ
ー
ル
ヵ
条
T
k

(

一

れ

+

.

･

ハ

-

一

九

九

一

一

)

｣

〆

輸
停
t
J
十
号
う
､

前
記
+
,
ん
.
･
4
8
,
会
｡
C
･
寿
か

丘
画
会
の
重
要
ナ
ン
'
･
{
1
.
1
う
り
､

姦
一
一
†
粗
末
･
3
･
,
え
パ
ー
ル
:
遡
っ

て

｡

創

作

･

y

粍

す

く

み

う

小

手

ノ

,

｡

心
耳
･
:
r
L
･
U
諦
即
し
碩
允
し

ょ

ゝ

t

-

3

人

6

5

.

,

毛

Y

?

｡

館

､

･
:
t
L
g
画
.
土
市
古
希
ぐ
う
,
､
藻

J
T
二
へ
′
6
両
･
.
,
や
る
J
L
､
与
･
^
な

り
へ
連
載
A
S
r
-
O
A
放
り
を
荘
う
V

.

,

セ

&

'

･

)

.

÷

し

こ

､

一

人
.
Y
3
-
,
,
約
兄
省
ぐ
重
合
9
･
1

ぅ

弟

,

3

号

｡

え
仏
所
労
力

曹
手
芸
笹
民
会
富
へ停

壕
手
車



寮3績郵便物認可(昭和35年7月26日) (D1992.7.25

鵬随醒認囲

JS- 劔 ��～ 種■葛亨∴--, 

義 近 �� �� ��-∵､∵∴ 

〟 専断 估�ﾘﾂ�､鴨曾 �� 調�∴+ 

-,,I ��
ポカラ空港的近　油F80 1975

十一 .('3* �� ��綴ﾄ｢ﾃｲ�>YyWB�

-/a- 剪� ��壱∵～ A 

｡芝 ∴∴_I �｢�Br･��肘����塰F����ﾝv��bﾆｸﾝx6r�∴S 

ポカラバザール備観　油M80 1981

H-I-ー一誌 ,S ∴ 

､選 

＼i一才､ ii'' 

I,繹 �･�5����

∴預繋ー輔 (.吉塚 

＼r~-一議憲窯＼＼＼ 

ー∴:｢∵ 

･＼選 

ポカラバザール･午後　油F80 1970

∴､.一:∴∵ ･＼囲､ 劔��

一一一二二年＼惑 劔��

言言美章､､ 剴��"�

藩＼ �� ����rB 

∴∴∴_: ー∴__ 剳��9z)9�i:ｸ�X���

ポカラバザール　油P50 1977

鰭物博と山

ネ
パ
ー
ル
油
絵
展
(
一
九
六
八
～
九
二
)

藤
江
　
幾
太
郎

○
は
じ
め
に

こ
の
度
大
町
山
岳
博
物
館
の
企
画
で
藤
江
幾
太
郎

ネ
パ
ー
ル
油
絵
展
を
開
催
す
る
こ
と
と
在
っ
た
｡
私

は
昭
和
4
3
年
秋
､
初
め
て
ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
て
得
た

画
題
を
基
に
制
作
､
翌
年
へ
所
属
の
白
日
会
屡
に
出

品
以
来
'
連
続
し
て
ネ
パ
ー
ル
油
絵
作
品
を
出
品
し

続
け
た
∵
ネ
パ
ー
ル
へ
の
渡
航
1
 
3
回
'
滞
在
は
5
0
0
日

を
越
え
る
｡
今
回
は
､
こ
の
内
よ
り
自
選
し
た
2
4
点

を
軸
と
し
'
風
景
画
1
 
4
点
､
人
物
2
点
､
仏
践
5
点
'

素
描
5
点
､
計
5
0
点
を
も
っ
て
ネ
パ
ー
ル
を
織
っ
て

頂
く
よ
う
計
倒
し
た
｡

○
初
め
て
ネ
パ
ー
ル
の
土
を
踏
む

昭
和
4
3
年
に
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
歌
会
が
設
立
さ
れ
'

ネ
パ
ー
ル
行
募
集
の
説
明
会
が
あ
っ
た
｡
私
は
迷
っ

た
｡
た
ま
た
ま
同
年
の
1
月
､
新
宿
小
田
急
デ
パ
ー

ト
で
立
正
大
学
カ
ビ
ラ
城
址
発
掘
調
査
展
が
あ
り
､

大
き
な
感
動
を
う
げ
で
､
ネ
パ
ー
ル
行
を
決
意
し
申

し
込
ん
だ
｡

第
一
回
例
会
は
､
結
局
私
の
参
加
し
た
ア
ン
ナ
プ

ル
ナ
斑
8
名
､
エ
ベ
レ
ス
ト
方
面
1
 
6
名
の
計
2
 
4
名
と

な
り
､
4
 
3
年
1
 
O
月
ュ
 
9
日
∵
ネ
パ
ー
ル
大
使
館
員
､
用

喜
田
二
郎
氏
ら
の
見
送
り
で
､
羽
田
を
発
っ
た
｡
カ

空
港
間
の
ス
ノ
ー
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
夕
食
を
共
に

し
た
後
､
車
で
4
k
m
夜
道
を
走
り
､
バ
ザ
ー
ル
に
あ

る
イ
ン
ド
ラ
さ
ん
の
東
部
｢
白
い
館
｣
に
活
ま
っ
た
｡

そ
こ
に
は
タ
カ
リ
ー
族
の
人
達
が
数
名
､
歓
迎
の
た

め
に
来
て
い
た
｡
我
々
日
本
人
と
同
じ
よ
う
を
顔
付

き
で
､
態
度
物
腰
も
よ
く
似
て
､
下
手
を
英
会
話
で

も
､
打
ち
と
け
て
話
が
で
き
た
よ
う
を
気
が
し
た
｡

こ
の
席
上
の
一
人
ア
ム
リ
ツ
･
プ
ラ
サ
ド
･
セ
ル
チ

ャ
ン
さ
ん
に
は
､
後
日
大
変
お
世
話
に
在
る
こ
と
に

在
る
｡

ポ
カ
ラ
で
は
､
そ
の
前
年
(
館
年
)
　
か
,
ら
罷
灯
が

つ
く
よ
う
に
な
っ
た
曲
だ
が
､
電
力
が
不
足
で
街
の

半
分
ず
つ
が
一
旦
父
代
の
点
灯
と
い
う
｡

○
ポ
カ
ラ
に
残
っ
て
絵
を
描
く

課
目
'
一
行
は
ト
レ
ノ
キ
ン
グ
に
出
発
し
た
が
､

私
は
｢
白
い
館
｣
に
残
り
､
屋
上
や
広
い
前
庭
に
出

て
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
給
え
る
風
景
を
終
日
描
き
続
け
た
｡

数
日
後
一
行
は
帰
着
｡
カ
ト
マ
ン
ズ
へ
決
る
こ
と

と
な
る
が
､
イ
ン
ド
ラ
さ
ん
も
同
行
す
る
と
い
う
｡

私
は
残
っ
て
バ
ザ
ー
ル
の
布
地
店
ア
ム
リ
ツ
･
セ
ル

チ
ャ
ン
さ
ん
方
に
お
世
話
に
在
る
こ
と
に
在
る
｡

ル
カ
ッ
タ
に
一
泊
し
て
我
々
一
行
は
カ
ト
マ

ン

ズ

着

｡

シ

ャ

ン

カ

ー

ル

･

ホ

テ

ル

に

泊

り

'

こ
こ
で
2
班
に
分
か
れ
て
行
動
す
る
こ
と
に

在
る
｡

そ
の
翌
日
､
リ
ー
ダ
ー
柴
田
会
長
以
下
8

名
は
､
小
型
双
発
機
で
ポ
カ
ラ
に
向
か
っ
た
｡

ポ
カ
ラ
空
港
に
は
親
日
家
の
タ
カ
リ
ー
族
の

有

力

者

イ

ン

ド

ラ

･

マ

ン

･

セ

ル

チ

ャ

ン

氏

が
笑
顔
で
出
迎
え
､
一
緒
に
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ

ポ
カ
ラ
湖
を
遊
覧
し
､
準
え
る
ア
ン
ナ
プ
ル

ナ
峰
に
絶
賛
の
声
を
あ
げ
た
｡

ポ
カ
ラ
バ
ザ
ー
ル
の
大
通
り
を
挟
ん
で
､
4
階
建

の
レ
ン
ガ
造
り
の
家
が
並
ん
で
い
る
｡
-
階
が
店
舗
､

2
階
が
居
室
'
3
階
が
台
所
と
食
堂
､
4
階
が
空
所

と
倉
庫
､
そ
し
て
屋
上
は
見
晴
ら
し
台
｡
裏
の
方
に

面
し
た
と
こ
ろ
は
緑
が
美
し
い
｡
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
､

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
が
咲
き
､
バ
ナ
ナ
､
マ
ン
ゴ
ー
が

実
る
亜
熱
帯
(
海
抜
8
0
0
m
)
｡
準
え
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

日
銀
の
軽
々
o
世
界
第
一
級
の
風
景
美
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
｡
私
は
徳
目
こ
の
屋
上
に
昇
り
､
沢
山
の

絵
を
描
い
た
｡

こ
の
布
地
屋
の
主
人
は
ア
ム
リ
ツ
･
プ
ラ
サ
ド
･

セ
ル
チ
ャ
ン
と
い
う
タ
カ
リ
ー
族
の
一
人
｡
若
く
し

て
生
地
ツ
ク
チ
エ
を
離
れ
､
苦
学
力
行
し
て
商
売
の

道
を
会
得
､
成
功
者
の
一
人
に
在
っ
た
と
い
う
｡
末

子
の
ス
二
ル
君
は
日
本
の
大
学
を
卒
業
'
今
は
父
君

の
手
伝
い
を
し
て
い
る
｡
私
は
歓
待
さ
れ
る
の
を
い

い
こ
と
に
､
5
7
年
に
ホ
テ
ル
･
ド
ラ
ゴ
ン
が
定
宿
に

な
る
ま
で
､
累
計
0
0
□
く
ら
い
お
世
話
に
在
っ
た
｡

今
回
展
示
し
た
白
日
会
出
品
作
2
4
点
の
内
の
ポ
カ
ラ

1
 
3
点
の
大
部
分
は
､
同
家
を
基
地
に
作
ら
れ
た
｡
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ナムチェバザール　油F100

館物請ど山⊂J27299③

○
ツ
ク
チ
エ
へ

4
6
年
､
2
度
目
の
ポ
カ
ラ
で
知
り
合
い
に
な

っ
た
ア
ル
ジ
ュ
ン
･
ト
ラ
チ
ャ
ン
君
は
､
5
5
年

に
日
本
人
要
ヒ
ロ
子
さ
ん
を
迎
え
カ
ト
マ
ン
ズ

で
ホ
テ
ル
の
経
営
を
始
め
た
｡
私
と
要
は
以
降

こ
こ
を
定
宿
に
し
た
｡
ア
ル
ジ
ュ
ン
君
は
､
彼

の
郷
里
ツ
ク
チ
ェ
に
我
々
を
誘
っ
た
｡
そ
こ
は

か
ね
て
か
ら
イ
ン
ド
ラ
さ
ん
か
ら
も
､
郷
土
の

美
景
と
し
て
自
慢
を
聞
か
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ

だ
｡

カ

ト

マ

ン

ズ

か

ら

ジ

ョ

ム

ソ

ム

ヘ

フ

ラ

イ

ト

直
行
便
が
と
れ
た
と
い
う
｡
家
内
と
共
に
ア
ル
ジ
ュ

ン
君
の
案
内
で
出
発
へ
　
ツ
ク
チ
ェ
に
は
夕
刻
着
い
た
｡

新
月
が
ニ
ル
ギ
リ
の
端
に
か
か
っ
て
い
た
｡
村
で
は

ヒ
ロ
子
さ
ん
の
両
親
が
来
た
と
い
う
噂
が
一
瞬
に
し

て
村
中
に
広
が
っ
た
｡
一
週
間
く
ら
い
の
滞
在
で
､

ダ
ウ
ラ
ギ
リ
と
ニ
ル
ギ
リ
夕
照
､
恥
号
2
点
の
原
画

を
得
た
｡
村
の
キ
ュ
ー
パ
ル
ゴ
ン
パ
は
秋
の
大
祭
で

賑
わ
い
､
帰
り
が
一
日
遅
れ
た
｡

5
0
年
､
再
び
ツ
ク
チ
ェ
を
訪
れ
た
｡
カ
リ
ガ
ン
ダ

た
に

キ
の
峡
底
か
ら
見
る
聾
え
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
眉
を
庄
す

る
よ
う
だ
｡
こ
の
時
は
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
を
少
し
下
流
の

方
か
ら
描
い
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
｡
ホ

テ
ル
ド
ラ
ゴ
ン
の
弟
が
力
ロ
バ
二
で
宿
を
や
っ
て
い

る
と
い
う
の
で
行
っ
た
｡
S
e
e
 
Y
o
u
 
L
o
d
g
e
と
い

う
名
だ
っ
た
｡
ツ
タ
チ
ェ
の
ア
ル
ジ
ュ
ン
君
の
母
堂

ら
は
心
配
し
て
馬
を
雇
っ
て
く
れ
た
が
､
私
は
荷
物

を
ポ
ー
タ
ー
に
持
た
せ
て
徒
歩
四
時
間
く
ら
い
の
行

程
を
歩
い
た
｡
空
身
な
ら
歩
く
方
が
楽
だ
と
思
っ
た
｡

こ
こ
で
は
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
I
唯
の
長
い
東
尾
根
が
縦

に
累
積
し
て
面
白
い
｡
そ
の
右
下
に
ア
イ
ス
フ
ォ
ー

ル
の
上
部
が
見
え
る
｡
右
に
続
-
山
稜
は
ツ
ク
チ
ェ
･

ピ
ー
ク
｡
前
記
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
図
と
双
幅
に
な
る

(
油
､
何
れ
も
聖
亨
｡

ツ
タ
チ
ェ
で
は
こ
こ
の
郡
長
(
ス
ッ
パ
)
館
を
管

理
し
て
い
る
宗
家
の
一
人
ゴ
ビ
ン
ド
･
マ
ン
･
セ
ル

チ
ャ
ン
氏
に
会
っ
た
｡
明
治
の
昔
､
河
口
愁
海
師
が

チ

ヘ

ノ

ト

仏
法
研
究
の
た
め
当
時
鎖
国
だ
っ
た
所
蔵
へ
潜

は
　
入
す
べ
く
'
カ
ト
マ
ン
ズ
の
高
官
の
紹
介
で
郡

い
た
｡
ゴ
ビ
ン
ド
さ
ん
は
い
ず
れ
郡
長
館
に
移

る
よ
う
に
な
れ
ば
､
河
口
詰
海
記
念
堂
を
作
り

た
い
と
言
っ
て
い
た
｡

平
成
2
年
､
3
度
目
の
ツ
ク
チ
ェ
行
の
時
へ

ゴ
ビ
ン
ド
さ
ん
は
飢
年
に
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と

を
知
っ
た
が
､
郡
長
館
の
隣
り
の
ブ
ラ
ン
デ
ー

工
場
が
完
成
､
ゴ
ピ
ン
ト
さ
ん
の
奥
さ
ん
と
息

子
さ
ん
で
経
営
し
て
い
た
｡
居
住
も
郡
長
宅
に

移
り
､
2
階
の
大
き
な
仏
間
も
か
な
り
綺
髄
に

な
っ
て
､
仏
像
や
多
数
の
経
文
も
整
理
さ
れ
て

二
ら

い
た
｡
憩
海
師
が
絞
ら
れ
た
キ
ュ
ー
パ
ル
ゴ
シ
バ
は

既
に
老
朽
崩
壊
し
た
の
で
､
村
の
中
央
に
新
し
-
追

ら
れ
､
ち
ょ
う
ど
日
月
6
日
は
大
祭
だ
っ
た
｡

と
が

ツ
ク
チ
ェ
村
は
富
山
県
利
賀
村
と
姉
妹
村
に
な
り
､

露
-

今
年
8
月
7
日
か
ら
9
月
6
日
ま
で
利
賀
村
で
｢
蕎

一
よ麦

博
｣
が
開
か
れ
る
｡

○
ナ
ム
チ
ェ
バ
ザ
ー
ル

エ
ベ
レ
ス
ト
の
見
え
る
ク
ー
ン
ブ
地
方
に
は
､
4
7

年
と
飢
年
の
2
回
行
っ
た
｡
第
1
回
目
は
旅
行
社
募

集
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
･
ツ
ア
ー
へ
の
参
加
だ
｡
ナ
ム

チ
エ
を
過
ぎ
て
'
ま
だ
で
き
た
ば
か
り
の
エ
ベ
レ
ス

ト
･
ビ
ュ
ー
･
ホ
テ
ル
で
､
奥
地
の
カ
ラ
バ
タ
ー
ル

98

長
館
に
釆
宿
し
､
情
報
を
収
集
し
て
そ
の
方
策

を
練
っ
た
こ
と
は
､
師
の
著
書
｢
四
歳
旅
行
話
｣

に
明
ら
か
で
あ
る
｡
私
は
英
文
で
書
か
れ
た
本

(
原
書
)
を
カ
ト
マ
ン
ズ
の
イ
ン
ド
ラ
さ
ん
の

館
で
拝
見
し
た
記
憶
が
あ
る
｡

ゴ
ビ
ン
ド
さ
ん
は
そ
の
時
点
で
は
､
無
人
の

郡
長
飴
は
盗
難
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
､
ツ
ク
チ

エ
の
本
宅
に
仏
像
､
沢
山
の
経
文
を
移
し
て
保

管
し
て
あ
る
と
の
こ
と
｡
私
も
拝
見
さ
せ
て
項

に
行
く
班
と
､
ゴ
ー
キ
ョ
組
と
別
れ
た
が
､
私
は
ビ

ュ
ー
･
ホ
テ
ル
に
滞
在
し
て
絵
を
措
き
'
ナ
ム
チ
ェ

に
下
っ
て
､
村
長
ア
ン
プ
ル
ワ
家
に
泊
ま
っ
て
ま
た

絵
を
掃
い
た
り
し
て
､
奥
地
か
ら
下
っ
て
来
た
仲
間

と
合
流
､
ル
ク
ラ
ヘ
出
た
｡

6
 
1
年
､
2
度
目
｡
知
り
合
い
七
人
は
宿
の
ヒ
ロ
子

さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
に
タ
ン
ポ
チ
ェ
僧
院
ま
で
行
っ
て

く
る
こ
と
に
な
っ
た
｡
シ
ェ
ル
パ
の
チ
ャ
ン
ガ
レ
は

同
行
し
た
け
れ
ど
も
体
調
が
よ
く
な
く
､
私
と
共
に

ナ
ム
チ
ェ
に
停
滞
し
て
､
タ
ン
ポ
チ
ェ
か
ら
帰
る
一

行
を
待
っ
た
｡
こ
の
時
は
前
年
ボ
テ
コ
シ
上
流
氷
河

湖
決
壊
の
た
め
水
腫
が
急
増
し
て
､
ド
ド
コ
シ
合
流

点
の
ヒ
ラ
リ
ー
橋
が
流
さ
れ
､
ジ
ョ
サ
レ
ま
で
の
ゴ

ル
ヂ
ュ
の
道
路
も
流
さ
れ
て
通
行
不
能
と
な
っ

8
7
　
た
｡
そ
の
た
め
ジ
ョ
サ
レ
か
ら
左
峰
を
高
巻
-

9~
新
道
が
で
き
､
前
記
合
流
点
の
ド
ド
コ
シ
側
ヒ

手
に
出
て
対
岸
に
渡
り
､
夢
さ
に
-
い
新
道
を

一
時
間
ほ
ど
苦
叢
し
て
昔
の
ナ
ム
チ
ェ
街
道
に

出
た
｡
エ
ベ
レ
ス
ト
が
最
初
に
見
え
る
所
で
あ

る
｡

こ
の
時
も
ア
ン
プ
ル
ワ
家
の
庭
先
で
一
点
'

そ
し
て
少
し
下
っ
た
民
家
の
附
迫
か
ら
タ
ム
モ

ル
グ
を
描
い
た
｡
本
展
で
は
1
0
0
号
2
点
と
0
0
号

-
点
を
展
示
し
た
｡
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屋

.
鰭勧請ど山

○
カ
ト
マ
ン
ズ
と
バ
ク
タ
ブ
ー
ル

あ
か

カ
ト
マ
ン
ズ
市
内
で
は
木
造
の
朱
い
大
き
を
旧
王

宮
(
0
0
号
)
と
､
そ
の
裏
手
に
当
る
王
宮
人
口
近
く

の
カ
ル
バ
イ
ラ
ブ
像
の
あ
た
り
を
8
0
号
に
描
い
た
2

点
と
在
っ
た
｡
バ
ク
タ
プ
ー
ル
の
風
景
は
カ
ト
マ
ン

ズ
か
ら
来
る
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
の
終
点
附
近
か
ら
見
た

景
色
で
'
古
色
蒼
然
た
る
煉
瓦
の
建
物
が
ハ
ヌ
マ
ン

テ
川
の
岸
に
立
並
び
そ
の
上
に
ニ
ヤ
ク
ポ
ラ
寺
院
の

五
重
の
塔
が
見
え
､
遠
-
ジ
ュ
ガ
ー
ル
･
ヒ
マ
ー
ル

の
白
い
峰
が
連
な
り
､
ひ
と
墜
品
い
峰
は
ド
ル
ジ
エ
･

ラ
グ
パ
､
空
は
あ
-
ま
で
青
い
｡

自
日
展
に
は
　
｢
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
古
都
｣
と
い
う
題
で

出
品
し
た
｡
平
成
元
年
作
｡
中
沢
貨
を
交
替
し
た
｡

○
仏
壇
巡
礼

5
5
年
ま
で
は
カ
ト
マ
ン
ズ
の
宿
は
そ
の
時
の
状
況

で
決
ま
り
､
ポ
カ
ラ
で
は
ア
ム
リ
ツ
･
セ
ル
チ
ャ
ン

方
に
お
世
話
に
在
っ
て
き
た
が
､
周
囲
の
情
況
も
変

わ
り
､
絵
を
第
一
に
考
え
て
'
以
降
は
カ
ト
マ
ン
ズ

で
は
ア
ル
ジ
ュ
ン
夫
妻
が
経
営
す
る
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ

ナ
ル
･
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
へ
　
ポ
カ
ラ
で
は
ハ
リ
･
ド
ー

ヂ
･
ト
ラ
チ
ャ
ン
の
ホ
テ
ル
･
ド
ラ
ゴ
ン
が
定
宿
と

な
っ
た
｡
ア
ル
ジ
ュ
ン
夫
妻
は
昨
年
､
サ
ン
セ
ッ
ト

ビ
ユ
ウ
と
い
う
新
し
い
ホ
テ
ル
を
造
っ
た
の
で
､
昨

年
は
こ
こ
で
過
ご
し
た
｡

ホ
テ
ル
･
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ユ
ウ
の
ア
ル
ジ
ェ
ン
君

は
4
6
年
以
来
の
友
｡
5
5
年
に
は
ツ
ク
チ
ェ
へ
､
5
7
年

に
は
ダ
ー
ジ
リ
ン
へ
､
飢
年
に
は
ヒ
ロ
子
さ
ん
と
一

緒
に
ナ
ム
チ
ェ
ヘ
行
っ
た
｡
ヒ
ロ
子
さ
ん
は
在
日
中

は
､
私
の
属
し
て
い
る
新
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
で
あ
っ
た
｡

ハ
リ
･
ド
ー
ヂ
･
ト
ラ
チ
ャ
ン
氏
は
僧
職
の
家
系

に

あ

り

へ

　

ツ

ク

チ

ェ

に

マ

ハ

カ

リ

･

ゴ

ン

パ

と

い

う

ね
は
人
と
ー
,

国
内
を
タ
ク
シ
ー
3
時
間
で
ク
シ
ナ
ガ
ラ
浬
築
堂
の

前
に
あ
る
ホ
テ
ル
に
着
い
た
｡
こ
こ
に
2
泊
し
て
参

詣
､
写
生
を
ど
忙
し
く
過
ご
し
た
｡
課
目
は
ま
た
タ

ク
シ
ー
で
バ
イ
ラ
ワ
に
採
り
'
ル
ン
ビ
ニ
へ
｡
マ
ヤ

堂
に
詣
で
､
ム
ス
タ
ン
寺
に
も
参
詣
し
'
タ
ク
シ
ー

で
タ
ン
セ
ン
経
由
､
ポ
カ
ラ
の
ホ
テ
ル
･
ド
ラ
ゴ
ン

に
安
着
し
た
｡

2
年
､
ア
ル
ジ
ュ
ン
君
と
､
釈
尊
初
転
法
輪
の
地

サ
ル
ナ
ー
ト
へ
行
く
こ
.
 
A
J
に
な
っ
た
｡
初
転
法
輪

(
釈
尊
が
ブ
ダ
ガ
ヤ
で
得
ら
れ
た
悟
り
(
演
)
を
初

め
て
仏
教
と
し
て
世
に
広
め
た
)
寺
の
左
右
の
壁
画

仏
像
は
､
野
生
司
香
雪
画
伯
苦
心
の
作
で
一
九
三
六

年
完
成
と
い
う
｡

ア
ル
ジ
ュ
ン
君
と
ハ
リ
･
ト
ラ
チ
ャ
ン
氏
両
人
の

お
蔭
で
､
釈
尊
四
大
仏
積
の
巡
礼
が
終
っ
た
｡
仏
蹟

巡
礼
に
際
し
て
は
､
在
家
仏
教
拗
会
､
殊
に
二
橋
さ

ん
に
多
く
の
ご
教
示
を
頂
い
た
｡
改
め
て
深
謝
す
る

次
第
で
あ
る
｡

･ニ

寺
が
あ
る
｡

こ
の
よ
う
を
わ
け
で
､
ア
ル
ジ
ュ
ン
君
と
の

問
に
釈
尊
成
道
の
地
ブ
ダ
ガ
ヤ
詣
り
の
話
が
出

た
｡
カ
ト
マ
ン
ズ
か
ら
パ
ト
ナ
に
飛
び
'
特
急

列
車
で
ガ
ヤ
へ
､
ブ
ダ
ガ
ヤ
で
は
国
際
仏
教
会

館
に
連
泊
し
て
毎
日
大
塔
へ
､
ま
た
車
で
ラ
ジ

ギ
ル
'
ナ
ー
ラ
ン
グ
へ
も
行
っ
た
の
は
6
3
年
で

あ
る
｡翌

平
成
元
年
に
は
､
ホ
テ
ル
･
ド
ラ
ゴ
ン
主

人
が
ク
シ
ナ
ガ
ラ
と
ル
ン
ビ
ニ
へ
お
詰
り
に
行

こ
う
と
い
う
｡
バ
イ
ラ
ワ
を
基
点
に
'
イ
ン
ド

《
作
者
略
歴
事

明
治
4
3
年
･
横
浜
市
に
生
ま
れ
る

昭
和
1
 
2
年
･
第
1
 
4
回
自
日
展
に
初
入
選

3
 
1
年
･
白
日
会
会
員
に
推
挙
さ
れ
る

･
以
降
､
山
岳
画
の
個
展
を
毎
年
開
く

(
今
年
で
3
7
回
)

5
9
年
･
白
日
会
0
0
年
記
念
特
別
賞
受
賞

平
成
1
年
･
白
日
会
中
沢
貰
受
賞

現
在
　
白
日
会
会
員
･
日
本
山
岳
画
協
会
会
員

日
本
美
術
家
連
盟
会
員

山
と
博
物
館
第
3
7
巻
第
7
号
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九
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二
年
七
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日
発
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